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猛暑も峠を過ぎたでしょうか。

東日本大震災の復旧もままならず、
福島原発事故の収束も原因の究
明も進んでないのに、民主党は、

国民そっちのけで代表争い。大震
災を利用し、自公との大連立で
消費税の増税を狙っています。

大震災の発生から5ヶ月たち、

まもなく９月議会が始まります。防
災と自然・再生可能エネルギー・
エコのまちづくり、命と暮らし

を最優先する福祉のまちづくり
をみなさんと一緒にめざします。

わ
が
家
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン盛り土崩壊の宅地地盤被害支援を

8月22日、塩川てつや衆議院議員と

一緒に、南台団地の大規模崩落の現状

を、役場担当課から聴き、長堀に避難さ

れている被災者のみなさんからご要望を

伺いました。 なかなか先の見えない被

害に、「年金暮らしだし、今後どうしたら

いいのか･･･」と不安な訴えがありました。

塩川議員の調査の同行は、3月19日以来２度目になります。

翌日には、衆議院の災害対策特別委員

会において塩川議員は、過去最大規模

の被害となっている、大震災による宅地地

盤被害にたいして、南台も含めて「従来の

枠を超えた支援策」を政府に求めました。

防災担当相からは 「国交省で検討されている」と答弁がありました。

8月20日、白方コミュニティーセンターにおいて、川崎あつ子議会報告

と放射線測定、懇談を行いました。

「雨水を貯めて、野菜を作っている。放射能の影響が心配だったので、

ちょうど良い機会だから測ってもらおう」 と参加された方、何軒かのご家庭

毎の雨といの土を一定量ケースに入れてこられた方々が集まりました。

これまで、測定器の較正にもたずさ

わってこられた専門の方の測定により、

コミセンに配備されている測定器を

お借りして、計測がすすめられました。

今回の測定は、あくまでも放射線量

の「目安」を知る機会となったものです

が、「測ってもらって、安心した」 「もっといろんな地

域で、測り方を含めて、細かくこんな機会を設けて

欲しい」 とのご要望も出されました。

収束の見通しが立たない福島原発のもとでは、身近な

ものの放射線の値がおおむねどれだけなのか、わかって生活することが

今後ますます必要ではないでしょうか。

放射線量測定「細かくこんな機会設けて欲しい」

東海産廃訴訟原告団工事差し止め求め本案訴訟
8月25日、東海産廃訴訟原告団６５名は、（株）大豊プラントが須和間

に建設を予定している産廃焼
却施設の工事差し止めを求め
て、本裁判を水戸地裁に提訴

しました。 勝利をねがう、
村長および議長からメッセー
ジが寄せられました。




